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て S~Rfと書けるフラクタル次元Dの構造を持っとし、全クラスター数を Nc'" N/否(N:全
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図 1:φ= 0.04における凝集過程のクラスター(系のー図 2:回転半径Rgのクラスターサイズ依存性。















































































的指数は z= 0.5であり、 hetero 図4:チャージ及び中性クラスターの平均クラスターサイズの時間
凝集であっても通常の DLCAと 発展。 1nsetはある時刻でのサイズ分布。 1sing双極子のシミユレー




を見せた。解析的手法と合わせると、これは純粋に引力律員IJ(z ~ 0.2)から拡散律員IJ(zニ 0.5)へ
の緩やかな遷移として理解された。
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